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  街づくり

つくばに新しくできた NPO 法人

ものつくり工房ヘパイストス

千葉工業大学教授　手 嶋  吉 法

研究所見学の機会は多々あるけれど…

　つくばには、多くの研究機関や大学がある。民

間研究所の取り組みについては詳しく知らないの

だが、公的な研究所のほとんどが、年に１回程度

「一般公開」という形で、一般の人達に研究所を

見学してもらうためのイベントを開催している。

研究所の数が多いので、これら一般公開に積極的

に参加するなら、見学の機会は豊富にある。また、

一部の研究機関は常設展示館を持っており、土曜・

日曜・祝日にそれらを見学できるツアーが用意さ

れている（つくばサイエンスツアーバス）。この

ような「見学」に加え、最近では「サイエンスカ

フェ」というような形で、研究者が自分の研究内

容を一般市民に向け、わかり易く説明するトーク

イベントがおこなわれ（産総研サイエンスカフェ

など）、研究者が小・中・高等学校に行っておこ

なう「出前授業」もある。つくばは、他の地域と

比べ、子供達や一般市民がサイエンスに触れる機

会に恵まれた地域と言えるだろう。

　見学とは、文字通り「見て学ぶ」ものである。

高度な最先端の研究成果に基づく、あらかじめ用

意された内容を効率的に学習できるが、基本的に

は受身である。子供達や一般市民が、より能動的

に科学や技術に取り組む場があれば良いのだが、

と筆者達は感じていた。

　より能動的にやるには、自ら手を動かして、実

験したり、ものを作ったりするのが良いだろう。

その際、あらかじめ用意された内容に取り組むだ

けではなく、あれこれ自分なりに試してみること

が大事になる。効率的に学習するのとはむしろ正

反対の「じっくり時間をかけて遊ぶ」姿勢こそが、

科学や技術への本当の扉を開く鍵だと筆者は信じ

ている。

「ものつくり工房 ヘパイストス」の設立

　2009 年頃から、知人達と上述の「より能動的

に科学や技術に取り組む場」の実現について打ち

合わせを始めた。当時、筆者は産業技術総合研究

所（産総研）に所属していた。打ち合わせには、

産総研関係者だけでなく、理化学研究所（理研）

関係者も常に加わっていた。

　実際に何か物を作ることを活動の主体にしよう

ということ、ものつくりの楽しさを子供達や一般

市民に伝えられる団体を作ろうという点では、全

員の意見が一致していた。しかし、「ものつくり」

は非常に広い概念であり、竹とんぼや竹馬などの

伝統的なおもちゃを作ることも、陶芸も、機械部

品を造ることも、ロボットを開発することも、全

てが含まれる。ものつくりに関わることを何でも

やることにしては、という意見もあったが、当然

ながら、打ち合わせメンバー自身が実施できる内

容は限られている。打ち合わせメンバーの特性と

つくばという土地柄を踏まえて、適度に限定した

活動方針をまとめる必要があった。

　何度も打ち合わせを重ねていくうちに、だんだ

んと方向性が定まってきた。自然界にあるさまざ

まな面白い形・美しい形の研究を基に、それらの

形を工芸デザインに応用するようなものつくりの

活動が出来るのではないか。つくばにある樹木や

竹などの天然素材、つくばの研究所で先端技術を



55CROSS T&T No.42

使って見出された形、いろいろな種類の日本の伝

統工芸の職人芸、これらを組み合わせて、従来に

ないつくば発の新しい工芸を芽生えさせられるの

ではないか。また、子供達やお年寄り、障害のあ

る方などに対して、おもしろい科学おもちゃをつ

くるワークショップを開催することなどにより、

社会福祉活動ができるのではないか。このような

方向性が定まってきた。

　その後、茨城県からの認可を受け、2011 年１

月に、特定非営利活動法人（通称 NPO 法人）も

のつくり工房へパイストスが、正式に発足した。

理事長の金子和雄さんは、つくば市議会議員で、

社会福祉活動にも詳しい方だ。理事は、野口富男

さん、野口守さん、渡辺泰成さんと筆者の４人。

監事は池上祐司さん。法人名の「へパイストス」は、

ギリシャ神話に登場する、ものつくりの神の名で

ある。

　１月に発足したものの、３月 11 日の大震災の

ため、活動計画は凍結され、次に述べる８月のま

つりつくばが NPO 法人としての最初の活動の場

となった。

まつりつくば２０１１

　多くの人で賑わう「まつりつくば」は、つくば

の夏の終わりの風物詩と言ってよいだろう。多く

の屋台が立ち並ぶが、それだけではない。様々な

団体がそれぞれの特徴を生かしてユニークな出店

をしているのである。我らがものつくり工房へパ

イストスは、つくば市民活動センターの会議室を

実施会場として、８月 27 日と 28 日に「不思議な

カード作り」を開催した。筆者は遠方へ出張して

いたため、両日とも不在であったが、入れ替わり

立ち代り参加者があり、好評であったとのことで

ある。

　「不思議なカード」は、箱の中に入っているカー

ドを外へ引き出すと、カードに描かれているモノ

クロの絵が、カラーの絵に変化する、文字通りの

不思議なカードである。カードを中へ差し込むと、

色が消える（写真１）。

　もちろん、種も仕掛けもある。子供達は、あら

かじめスタッフが作ってあったカードで、抜き

差しして遊んで、このカードの仕組みに関心を

抱く。仕組みは至って簡単なのであるが、意外

と見破れないのがこのカードの優れた点である。

この題材は、以前「静岡自然を学ぶ会」と池上

監事・渡辺理事が交流したなかで、提供いただ

いたものである。

　カードで遊んだ後、子供達はカードの製作に取

り掛かる。自分の手で作れば、カードの仕組みを

よく理解できる（写真２）。自作のカードが完成

した子供は満足そうに持ち帰る。

　このまつりつくばに出店したことがきっかけで、

次に述べる西武つくば店でのゴールデンウイーク

イベントの話が約半年後に舞い込んできた。

西武つくば店でのゴールデンウイークイベント

　2012 年２月の初め頃、CROSS 誌の編集委員、

小野史子さんから電話があった。５月の連休中に

西武で科学工作教室をやってはくれまいか、とい

う依頼だった。まつりつくばでの「不思議なカー

ド」作りの会場であったつくば市民活動センター

写真１：箱の中に入ると色が消える
不思議なカメレオンカード

写真２：カード作りに熱中する子供達。
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のスタッフの方が、カード作りの様子を小野さん

に良く説明してくれていたことが背景にあった。

　草の根運動のような地味な活動（まつりつくば

でのカード作り）をちゃんと見てくれている人が

いて、人と人との繋がりを介して新たな活動の場

が与えられることを筆者は望ましい形と感じた。

NPO などの団体が地域に根ざした活動をおこな

うには、人と人との繋がりこそが重要だと思うか

らだ。私事ではあるが、筆者が４月から大学に移

ることはこの２月時点で決まっており、新天地で

てんてこ舞いすることは必至だったのであるが、

この依頼にはなんとか応えたいと感じた。

　新生の NPO としても活動の場を探していたと

ころで、大手百貨店で科学工作教室を実施する機

会はありがたい。NPO の役員と相談し、正式に

引き受けることとなった。科学工作教室の実施内

容は NPO 側が考え、チラシの作成や配布などの

広報活動はすべて西武側がやってくれた。

　科学工作教室の内容を簡単に説明する。開催期

間は、ゴールデンウイークの３日間（５月３日～

６日）であった。３日間を通して展示「リアルな

3D 模型に触ろう！」をおこなった。これは、科

研費基盤 (A) のプロジェクトで筆者らが開発した

様々な精確な形の立体模型を展示したもので、各

種の数学曲面や多面体、惑星（地球、月、金星、

火星）、プランクトン（放散虫と有孔虫）の骨格

などを含む（写真３）。また、３日間毎日１回ずつ、

サイエンスショー「真空のフシギ」をおこなった。

真空中での簡単な実験をおこない、子供達と対話

しながら説明をおこなった。

　科学工作教室は、内容を日替わりにした。初日

は「多面体を作ろう」で、ポリドロンという市販

のプラスチック製の多角形を繋ぎ合わせて、様々

な多面体を作ってみるというものだ（写真４）。

最後に厚紙からくりぬいた多角形を用いて多面体

を作り、家に持ち帰ってもらった。２日目は「フ

シギなカメレオンカード」で、これはまつりつく

ばでやったのと同じ内容である。３日目は「棒で

作る結晶」で、竹の棒（だんご串）を空間の異な

る４方向に規則正しく並べ、輪ゴムで押さえ、結

写真３：（左）いろいろな形の多面体の模型。（右上）プランクトン骨格の拡大模型（放散虫と有孔虫）。
（右下）いずれも精確な形状データに基づく惑星の模型（左から地球、月、金星、火星）。
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晶構造を作るという内容だ（写真５）。

　幸い多数の来場者があり、好評のうちにイベン

トは終了した。また、来場者の中には、ものつく

り工房ヘパイストス自体に関心を持ってくれた方

がいて、NPO への入会申込があった。

これからの活動

　ここまでで、NPO の立ち上げ、まつりつくば

2011 での出店、そして西武つくば店における５

月の連休イベントについて、簡単に説明してき

た。思いがけず活躍の場をいただいたこともあり、

NPO の活動としては、一見順調な滑り出しのよ

うにも見える。

　今後、ものつくり工房ヘパイストスの活動が盛

り上がっていくのか、あるいは萎んでしまうのか、

鍵となるのは再びヒトだと思う。つくばという土

地柄、科学や技術の専門家が多数いる。そして、

科学や技術をじっくりと修得したいと感じている

子供や一般市民も多数いるはずだ。そういう専門

家と素人の両方がこの NPO に出入りし、冒頭で

述べた「じっくり時間をかけて遊ぶ」雰囲気が醸

成されるなら、最初は素人だった人達の手により、

多様性に満ちた創造的なものつくりがおこなわれ

ると確信している。

　拙文の最後を、入会案内で締めたい。会員に

なるための費用は、入会金（一般 3000 円、学生

2000 円）だけで、年会費は無料である。関心の

ある方は、ぜひご一報ください。詳細は、ウェ

ブサイト http://hephaistos.main.jp/ をご覧くださ

い。筆者への問い合わせは、メールにて yoshinori.

teshima@it-chiba.ac.jp まで。

［手嶋　吉法（てしま　よしのり）］

　1970 年、福岡県の英彦山（ひこさん）出身。つくば市は第

２の故郷（合計 15 年間住む）。現在は都内に在住。筑波大学

卒業（自然学類物理学専攻）および筑波大学大学院博士課程

修了（工学研究科物理工学専攻）後、工業技術院地質調査所（非

常勤職員）、高エネルギー加速器研究機構（協力研究員）、理

化学研究所（研究員）、産業技術総合研究所（研究員）を経て、

2012 年４月より千葉工業大学教授。専門は、離散幾何のパッ

キング問題とその数理結晶学、幾何学構造のものづくりへの

応用、精確な形状データに基づく立体模型の開発など。2011

年１月より、本稿の特定非営利活動法人ものつくり工房へパ

イストス（つくば市森の里）理事。

写真５：棒の結晶構造の作り方を
スタッフから習う子供とその両親

写真４：プラスチック製の多角形（ポリドロンという
市販品）を組み合わせ、多面体作りに没頭する子供達
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  事務局報告

ＣＲＯＳＳ東海事業センターの動き

利用推進部

（※5/17以降の行事を掲載。）

5月17日　CROSS 東海のホームページ（英語版）を

リニューアル。また8月1日に日本語ページのリニュー

アルを行った。

http://www.cross-tokai.jp/

5月17日　J-PARC/MLF の 2012B 期の公募を開始。

CROSSが担当の共用ビームライン5本では新たに「ト

ライアルユース」と「重点分野利用」の利用枠を設け、

課題の受付を実施。6月7日締め切り。

5 月18 日　2012 年 度 第１回 MLF- 業 務 ディビ

ジョン - ユーザーズオフィス３者会議が開催され、

J-PARC 利用者に対する改善策などについて検討が

なされた。

5月31日～ 6月1日　Prof. Maria Mitkova ( ボイシ

州立大学、米国）が来訪され、J-PARC を視察され

た。また「カルコゲナイド薄膜とその応用」に関する

講演を行っていただき、MLF、KEK の研究者を交

え有意義な意見交換が行われた。

6月1日　SPring-8 と SACLA の登録機関である（公

財）高輝度光科学研究センター JASRI、京コンピュー

ターの登録機関である（一財）高度情報科学研究機

構 RIST そして J-PARC の登録機関である当（一財）

総合科学研究機構 CROSS の特定先端大型研究施

設に関する三登録機関で協力協定を締結。

また 7月 5 日に第１回　登録施設利用促進機関連携

促進協議会を開催。

6月 25日　第 5 回 J-PARC/MLF 連携協力会議を開

催。MLF 施設利用委員会（J-PARC）と選定委員会

（CROSS）を合同で開催する件、トライアルユース

課題の審査などについて審議が行われた。

6月 26日～ 28日　研究会「薄膜・多層膜の埋もれ

た界面の解析 －高度な量子ビーム源による新しい研

究の方向性」が KEK つくばキャンパス（茨城）で

開催された。

7月1日　J-PARC センター長に池田裕二郎氏（前

副センター長）が就任。3 月末日で任期満了し、セ

ンター長事務取扱を務めて来られた永宮前センター

長は、しばらくJ-PARC アドバイザーを務められる。

J-PARCプロジェクトスタートから15 年間強力なリー

ダーとしての役割を果たして来られた同氏に感謝。

8月2日～3日　2日に中性子課題審査部会（J-PARC）

と利用研究課題審査委員会（CROSS）の分科会を、

また3日には本会をJ-PARC、CROSSと合同で開催。

2012B 期の課題について審査を行った。

8月 8日　平成２４年度中性子産業応用セミナー in

大阪（大阪）を開催。約 40 名の出席者があり、産

業利用に適した実験装置の概要と、利用成果の実例、

トライアルユース制度の紹介などを行った。

8月16日　MLF/CROSS 利用促進合同会議を開催。

第 14 回 MLF 施設利用委員会と第 4 回選定委員会

の合同開催（8 月20 日）について、資料の確認、議

事進行の確認が行われた。

8月 20日　第 14 回 MLF 施設利用委員会、第 4 回

選定委員会を合同で開催。これまで別々で開催して

いた両委員会を今回初めて同時開催した。第 4 回選

定委員会では 2012B 期から実験が開始される「元素

戦略プロジェクト〈研究拠点形成型〉」利用課題の募

集・審査、「トライアルユース」利用課題についてな

どの審議が行われ了承された。なお、同会議には、

7月1日に就任された池田 J-PARC センター長、文

科省量研室から原室長の代理として季武総括係、当

財団より西谷理事長他が同席した。

8月 22日　プレス発表「J-PARC 中性子線施設にお

ける元素戦略プロジェクト利用とトライアルユース利

用の重点分野利用制度を新設」を J-PARC センター

と共同発表。第 4 回選定委員会（8 月20 日）での了

承を受け、2012B 期から、文部科学省が推進する

課題解決型の「元素戦略プロジェクト〈研究拠点形

成型〉」利用と初心者入門型の「トライアルユース」

利用の重点分野利用を新しく始めることを発表。
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